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論文要旨

氏名 吉田秀平 指導教授名 松島雅人

主論文

ValidityandreliabilityofthePatientCentredAssessmentMethodfbrpatient

complexityandrelationshipwithhospitallengthofstay:aprospectivecohortstudy

(患者複雑性評価尺度であるPatientCentredAssessmentMethodの信頼性・妥当性検

証と入院日数に関する前向きコホート研究）

ShuheiYbshida,MasatoMatsushima,HidetakaWakabayashi, RiekoMutai,

ShinichiMurayama,TbtsuroHayashi,Hirokolchikawa,YukoNakano,

ThkamasaWatanabe,YasukiFujinuma

誌名:BMJOpen出版年（西暦) :2017年Vblume7,Issue5

要旨

【目的】生物心理社会的観点から患者の複雑性を評価する尺度がいくつか開発されて

きた。これらの評価尺度から得られた結果と入院日数の間の関係が検証されてきたが、

多くの指標は複雑であり簡便ではない。PatientCenteredAssessmentMethod (以

下PCAM)は実用的な使用にあたっての候補である。本研究の目的は、PCAMの妥当

性・信頼性を検討し、PCAMの得点と入院日数の関連を日本の地域二次医療機関病院

で検証することである。

【研究デザイン】前向きコホート研究

【対象】王子生協病院急性期病棟に2014年7月から同年9月までに入院した患者201

人

【主たる要因】入院段階でのPCAM総得点 【主たるアウトカム】入院日数

【結果】201人の患者（男性/女性＝98人/103人、平均年齢=77.4L11.9(SD)歳）にお

いて、PCAM総得点は平均25i7.3(SD)点、入院日数は平均34.1i40.9(SD)日だった。

構成概念妥当性の検証のために探索的因子分析を用い、PCAMはmedicine-oriented

complexityとpatient-orientedcomplexityから成り、明らかに2因子構成であった。

基準関連妥当性検証の為に行ったSpearmanの順位相関係数は、PCAMと

INTERMEDにおいて0.90だった。信頼性確認の為に評価したCronbach'salphaは

0.85だった。Negativebinomialregressionを行い、年齢、性別、MiniNutritional

AssessmentShort-Form、CharlsonComorbiditylndex、血清ナトリウム濃度、内服

薬剤数、生活保護受給の有無で調整した後も、PCAM総得点は入院日数の、統計学的

に有意な予測変数であった(p<0.001)。他のモデルでは、入院日数の予測変数として

PCAMの各因子がそれぞれ独立して有意となった(medicine･orientedcomplexity:

p=0.001,patient-orientedcomplexity:p=0.014)。

【結論】PCAMは妥当性と信頼性のある患者複雑性尺度であり、PCAMの得点は入院

日数と有意に相関していた。



学位論文審査結果の要旨

吉田秀平氏の学位審査論文は主論文1編で、論文のタイトルは

「ValidityandrenabnityofthePatientCenteredAssessmentMethodfbr

patientcomplexityandrelationshipwithhospitallengthofstay:a
prospectivecohortstudy｣で2017年のBMJOpen(IMPACTFACTOR2.369)
に発表されました。Thesisのタイトルは、 「患者複雑性評価尺度であるPatient

CenteredAssessmentMethodの信頼性・妥当性検証と入院日数に関する前向

きコホート研究」です。病院への入院期間を短縮することは、ケアの質を向上

させ、医療費削減にも貢献する可能性がありますが、2015年の統計によると日

本の平均入院日数は17．2日と他国に比較して長いのが現状です。入院日数に関

連するさまざまな要因があり、 INTERMEDやOCCAM等の指標が報告されて

いますが、項目数が多く判断が煩雑です。そこで開発されたのがPatient

CenteredAssessmentMethodです。

PatientCenteredAssessmentMethodは12項目の質問事項からなり、今

回の研究では王子生協病院急性期病棟に入院した201名の患者を対象に､入院段

階でのPatientCenteredAssessmentMethodの点数と、入院日数についての相

関性について検討し、PatientCenteredAssessmentMethodが妥当性・信頼

性のある患者複雑性尺度であることを結論付けています。

平成29年11月13日に大野岩男、岩楯公晴、両審査委員、および松島指導委員

長、ご出席のもと、公開学位審査を開催し吉田氏による研究概要の発表に続い

て口頭審査を実施しました。

口頭発表後、

具体的にどのように役立っているのか？

社会的処方とは何か？認知症が社会的要因なのはなぜか？

血清ナトリウム値のみを取り上げているのはなぜか？

職種による評価の違いで再現性に問題はないのか？

対象とした病院によるバイアスはないのか？

ICについては適切に取られているのか？

等の多くの質問が出され、吉田氏は適切に返答をされました。

また、

質問:PatientCenteredAssessmentMethodの説明がない

回答:版権の問題で提示ができないが､現在日本語化した論文の発表を準備して

いる

とのお答えがありました。

口頭審査後に、大野、岩楯両教授と慎重に審議し、PatientCentered

AssessmentMethodの患者複雑性評価での有効性を明らかにした論文で、学位

を授与するに十分な価値がある、 と判断いたしました。

審査後に、タイトルと、内容の一部の文言の修正を指示したが、それについ

て適切に修正されています。
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